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問本庁舎放射線対策室☎㉒1111　内2188

問本庁舎放射線対策室☎㉒1111　内2188

①重機での石材撤去作業
②石材ごとにカルテを作成
③高所作業車を使用した石垣背面
丘陵部の調査

検査受入場所 設置台数 対象地域 連絡先
ＪＡしらかわ五箇集荷場（田島） ２台 白河・東 ㉙2106
㈱しらかわ米穀倉庫（旗宿） １台 全地域 ㉘3041
㈲酒井商店倉庫（板橋） １台 白河 ㉙2405
ＪＡ東西しらかわ表郷倉庫（表郷金山） １台 表郷・関辺 ㉜3511
ＪＡしらかわ大信集荷場（大信中新城） １台 大信 ㊻2211
㈲鈴木農産倉庫（東下野出島） １台 東 ㉞2669
白河精米工業㈱倉庫（東工業団地） １台 東 ㉞3383
㈱サイゼリア倉庫（東上野出島） １台 東 ㉞1215

◎連続掲載　未来へのたすき放射能に関する情報 ■ ■ ■ 

▶米の全量全袋調査

▶大信地域の個人住宅除染を開始

▶除染関係物品の配布期間を延長

　福島県産米の安全性を証明するため、県内で生産される
平成24年産米（自家消費米・縁故米を含む）を対象とした
「全量全袋検査」を実施します。
　対象となる方には個別に書類を送付していますので、ご
協力をお願いします。
　市内では８か所（検査機器９台）で検査を行います。詳
細は次のとおりです。

　市ではこれまで「白河市除染計画」に基づいて、学校や
公園など、公共施設の除染に取り組んできました。
　また、今年度からは、生活空間の放射線量を低減するた
め、市内でも比較的放射線量の高い大信地域から、順次個
人住宅の除染を開始します。
　大信地域では、7月から放射線量や建物状況の調査を実
施していて、10月から除染作業を開始します。大信地域以
外の除染は、計画に基づき次年度以降に順次実施する予定
です。
　除染作業にご理解とご協力をお願いします。

　市では、市が行う除染作業以前に、自ら早期に除染を行
う方を対象に、除染関係物品を配布しています。
　配布期間を次のとおり延長しますのでお知らせします。
◦配布期間
　平成25年３月末日
◦配布物品
　　フレキシブルコンテナバッグ、土のう袋、ブルーシー
ト、ゴーグル・マスク・ゴム手袋

※詳しくはお問い合わせください。

問本庁舎農政課☎㉒1111　内2224
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石垣再生への道
小峰城跡

※第１回目の「小峰城跡　石垣再生への道」は、
　広報白河平成23年９月１日号に掲載しています。
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　小峰城跡石垣の修復作業は、２月から調査
を開始し、現在は本丸南面の崩落石材撤去作
業を終えるなど、再生に向けた歩みを着実に
進めています。
　昨年に引き続き、第２回目となる「小峰城
跡　石垣再生への道」では、これまでに行わ
れた本丸南面の作業の様子をお知らせします。
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